
　早いもので、この連載を始めてから１年が経とうとしていま

す。夏には政権交代という大きな変化がありました。みなさん

の暮らしにも変化は始まっているでしょうか。

　大きな変化は、従来の延長線上ではあきらめかけていた

ことへのチャレンジのチャンスです。最終回では、新たなス

テージを迎えようとしているワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）

の今をお伝えし、次の舞台へとみなさんの背中を一押しして

連載の幕を閉じたいと思います。

　つい最近に、内閣府から発表された意識調査結果による

と、ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）という言葉を聞いたこと

があると答えた人が、今回初めて回答者の半数を超えたそ

うです。これは大きなことです。

　大企業の従業員では70％を

超えるのに中小企業では50％

程度、勤務先の規模による差

はまだ大きいようですが、この１

年でＷＬＢは、一部の人だけが

知っている専門用語や流行語

ではなくなりました。

　この事実は、私も実感してい

ます。先日、岩手県で講演の機

会をいただきました。すると、や

はり会場に集まった方々から

も、この１年でＷＬＢへの認知や

関心が急速に高まっている様

子が感じ取れたのです。

　もはやワーク・ライフ・バラン

スは、「知ってる？」ではなく、

「やってる？」と問われるステー

ジに一幕進みます。これまでの

ように、恵まれた環境にあったり、たいへんな苦労を乗り越え

てきた、一握りの特別な人だけが実現できるものではなく、

普通の人たちが、あたりまえに実現できるＷＬＢを考えるス

テージへと舞台を新たにしたのです。

　また、これまでは子育て中の若い夫婦や共働きの女性に

限った関心テーマだったＷＬＢに、最近では就活中の大学生

や、未婚の若い男女まで関心と意欲を持ち始めているよう

です。夫婦「共育て」に抵抗感がないどころか、あたりまえと

いう感覚があるのです。

　一方、子育て中の男女の上司にあたる、私と同年輩以上

の中間管理職のオジサンたちも関心を強くし始めています。

講演でも、熱心に耳を傾けている姿が目立ち始めています。

　彼らは、自分たちの時代には考えもしなかった部下の育

休や共育ての現実を目の当たりにし、自分もＷＬＢ実現への

当事者なんだということに気づき、自分なりのチェンジを模

索し始めています。

　では、そんな追い風のなかにもかかわらず、何がＷＬＢの

障害になっているのでしょう？ それは、私たちが子育て中の

パパたちの話を聞いているときに漏れ聞こえてきたホンネ

のなかに見つけられていたような気がします。

　「育休取る！？ そんなリスキーなこと、できるわけないで

しょ」、「上にいけるかどうかの肝心なこの時期、育休なんか

あり得ない」、「育休取ってまで子育てしたいのか？ というと、

じつはビミョーです」、これらの

「不利」、「不安」、「負担」の３Ｆ

が、まだまだ共育ての前に立ち

はだかっているのです。みん

な、頭では理解しているけれ

ど、いざとなると「いい仕事」と

「いい人生」、どちらもゲットな

んてうまい話はないだろうと思

い込んでしまう。

　きっと、共育てがポジティブ

に受けとめられるように本人も

会社も世の中もチェンジでき

ないと、この問題は解決しない

でしょう。我慢や義務感のまま

では長持ちしません。

　そこで、WLB先進国に目を

転じてみます。北欧での調査結果には、育休経験男性は、未

経験男性と比べて、40代半ばから急速に仕事能力が向上

するとのことです。つまり、マネジャーとしてのスキルを、知ら

ぬ間に育児参加を通じて体得しているというわけです。

　確かに、「時間管理」、「リスク管理」、「人財育成」というマ

ネジャーに必要な３大スキルは、赤ん坊という極めてコミュニ

ケーション困難で、予測不能な相手との毎日を経て磨かれ

ていくに違いありません。

　みんなが育ち、みんながハッピーになるためのWLBへ、

老若男女みんなで腹をくくって、さあ踏み出しましょう。Yes

we can！それぞれのチェンジへ一歩を踏み出すときです。

（なかま・しんいち）


